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児
童
扶
養
手
当
の

　

 
支
給
対
象
が
拡
大

障害基礎年金の子加算 児童扶養手当

一人目 18,916円 41,550円～ 9,810円

二人目 18,916円 5,000円

三人目以降 6,300円 3,000円

　

4
月
か
ら
「
障
害
年
金
加
算
改
善

法
」
が
施
行
さ
れ
、
障
害
基
礎
年
金

の
子
加
算
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
児
童
扶
養

手
当
に
お
け
る
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
児
童
が
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
場
合
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対

象
外
で
し
た
が
、
4
月
か
ら
、
児
童

が
子
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
て

も
、
児
童
扶
養
手
当
の
金
額
と
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
と
で
金
額
の
高

い
方
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
児

童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
と
で
受
給
選
択
可
能
と
な
っ
た

の
は
、
両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手

当
法
施
行
令
で
定
め
る
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
配
偶

者
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
場
合
で
す
。
母
子
世
帯
・

父
子
世
帯
の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当

と
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
と
の
受

給
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

所
得
に
よ
り
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
。

※
児
童
が
複
数
い
る
場
合
は
、
児
童
ご

と
に
児
童
扶
養
手
当
額
と
障
害
基
礎
年

金
の
子
加
算
額
を
比
較
（
右
表
参
照
）

し
て
、
い
ず
れ
か
を
受
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
今
回
の
改
正
に
よ
り
4
月
分
か
ら

の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
8
月
31
日
㈬
ま
で
に
請
求
手

続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障害基礎年金の子加算と児童扶養手当の支給額
　　　　　　　　　　　　（平成23年度月額）

　　　　　　　所得制限限度額表

扶養
人数

受給資格者本人 《扶養義務者》

全部支給
所得制限額

一部支給
所得制限額

所得制限額

０人 19万円未満 192万円未満 236万円未満

１人 57万円未満 230万円未満  274万円未満

２人 95万円未満 268万円未満 312万円未満

３人 133万円未満 306万円未満 350万円未満

４人 171万円未満 344万円未満  388万円未満

５人 209万円未満 382万円未満 426万円未満

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します）
所得額＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額な
　　　　ど）＋養育費の8割相当額－諸控除－8万円
　　　　（社会保険料相当額として一律8万円とします）

◆
支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑧
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
「
児
童
」
を
監
護
（
保
護
者

と
し
て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

ま
た
は
両
親
に
か
わ
っ
て
、
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）

が
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
手
当
で
「
児
童
」
と
は
、
18

歳
の
年
度
末
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で

政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
を
い
い
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

　

の
状
態
に
あ
り
、
障
害
年
金
の
加

　

算
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

　

で
な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
遺
棄

　
（
連
絡
が
と
れ
ず
児
童
の
養
育
を

　

放
棄
し
て
い
る
こ
と
）
し
て
い
る

　

児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

　

さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

⑧
母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
当
時
の

　

事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

※
た
だ
し
、
条
件
に
よ
っ
て
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
手
当
の
支
給

　

受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
・
母
な
ど
）
が
監
護
・
養
育
す

る
児
童
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得

な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
本
人
・
同
一
住
所
地
の

扶
養
義
務
者
（
住
民
票
を
世
帯
分
離
し

て
い
る
場
合
も
含
む
）
の
所
得
が
、
所

得
制
限
額
以
上
に
な
る
と
全
部
支
給
停

止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
上
記
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
「
自
動
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
手

当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
23
年

度
の
手
当
額
は
、
消
費
者
物
価
指
数

の
下
落
に
応
じ
て
、
平
成
22
年
度
支

給
額
よ
り
０
・
４
％
引
き
下
げ
に
な

り
ま
し
た
。

◆
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に

は
、
伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
で
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
当
の
支
給

は
、申
請
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
必
要
書
類
な
ど
す
べ
て
が
そ
ろ
っ

た
日
を
申
請
日
と
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

《
児
童
扶
養
手
当
と
は
》

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
こ
の
手
当

は
申
請
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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